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目的   
ポジティブ感情は，主観的な心地の良さだけでなく，人々の認知や思
考，行動といった側面に影響を与え，肯定的な個人資源（ e . g . ,  例えば，
レジリエンスや心身の健康）の形成に寄与する。この一連のプロセスは，


























 以上の問題点を解決するために，本研究では 6 つの実証的検討（調査
研究 4 つ，実験研究 2 つ）を行う。本研究の遂行は，日本人にとって潜
在的に有益な機能を有している感情を発見することにつながり，ゆくゆ
くは人々の w e l l -b e in g の向上に寄与すると考えられる。  
 
対象と方法  
 研究 1 では，辞書や先行研究から網羅的にポジティブ感情を表すと考
えられる語（ 218 語）を抽出し，大学・大学院生 40 名にポジティブ感情
語らしさを評定させた。研究 2 では，研究 1 で評定を求めた語と先行研
究で扱われてきた感情語から 1 32 語を選定して，大学生・大学院生 100
名を対象に，その感情語を書いたカードを分類させ，ポジティブ感情の
概念構造を検討した。研究 3 では， 7 つのポジティブ感情特性を測定で
きる D i spo s i t ion a l  P o s i t i ve  e mo t ion  Sc a le s（ S h io ta  e t  a l . ,  20 16 ;  以下，D P E S
とする）の日本語版を作成して，その妥当性と信頼性を検討した。研究
3 -1 では，大学生 32 4 名を対象に質問紙調査を行い，因子的妥当性を検
討した。研究 3 -2 では，大学生 11 9 名を対象に 2 週間間隔で調査を行い，
再検査信頼性を検討した。研究 3 -3 では，大学生 22 6 名を対象に日本語
版 D P E S とポジティブ・ネガティブ感情の生起頻度と向社会的行動と B i g  
F i ve を測定し，基準関連妥当性を検討した。研究 4 では，大学生・大学
院生 82 名を対象に，日本語版 D P E S と複数のポジティブ感情特性を測定
する尺度を用いて，細分化したポジティブ感情特性と創造性（拡散的思
考と洞察力）との関連を検討した。研究 5 では，大学生・大学院生 11 3
名を対象に，研究 4 と同じ尺度を用いて，細分化したポジティブ感情特
性と認知の柔軟性および認知の拡張との関連を検討した。研究 6 では，
成人 4 20 名を対象に，拡張―形成理論における正の螺旋的変化を実証す
るために， w eb 調査によりポジティブ感情，認知の柔軟性，肯定的自動
思考，人生満足感を 6 ヶ月間で 3 回（ 3 ヶ月間隔）測定した。補足的に，





























 研究 1 と研究 2 と研究 5 により，日本人におけるポジティブ感情は喜













 研究 6 により，拡張―形成理論の正の螺旋的変化は実証されたが，先
















ポジティブ感情研究を遂行するための基盤となるものであり，より we l l -
be in g を高めるようなポジティブ感情の発見，個別のポジティブ感情を
生起させる介入技法の開発につながると考えられる。  
